
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まっ白 

水質日本一の座に何度も輝いたことのある支笏湖は透明度抜群！！波

がない日は湖の奥のほうまで見通せます。晴れの日は水が青く見え、清

涼感がただよいます。夏は水辺の活動が多くなります。多くの人に湖の

美しさを実感してほしいです。 

支笏湖温泉にほど近い「紋別岳」は標高 866ｍ。頂上に鉄塔が立って

おり、その管理のために舗装路が敷かれています。スニーカーでも登れ

ますが、登山は往復約 10 ㎞と長距離なので、防寒着、雨具、水など登

山の準備をしてお出かけください！ 

麓ではエゾタツナミソウが数株咲いていました。中腹ではハナ

ヒリノキの開花が目立っていました。花粉や蜜を求めて、花には

たくさんの虫が集まっていました。ハナニガナ、シロバナニガナも

咲いていました。道沿いのノリウツギはまだツボミでガクも開いて

いませんでしたが、本数は多く、開花したら見応えがあることでし

ょう。 

山頂直下の雨水桝には、エゾサンショウウオの幼生が数匹い

ました。 

野鳥は巣立ちの時期を迎えたようで、コゲラの幼鳥がグループ

で梢を飛び回っていました。 

 

1894 年に阿寒湖から移植されたサケ科の魚ヒメ

マス。ここでは「支笏湖チップ」と呼ばれています。

資源保護のためチップ釣りは解禁期間が６～８月と

決められており、今は釣り期間の真っ最中。新鮮な

チップを食べるなら今です！ 

透明 

銀色 
ノリウツギは高さが 5メートル

ほどになる低木で、白い小さな花

の集合体の周囲に花びら状の白

いガクをまばらにまとわせた花

を咲かせます。 

7 月中旬はまだつぼみが多いで

すが、これから先 8月に向かって

見頃を迎えます。開花しきったふ

かふかの白い塊は、緑濃い森の素

敵なアクセントになります。休暇

村方面の道ばたに咲いています

よ。 

 

～
「
休
暇
村
支
笏
湖
」
周
辺
の
森
を
歩
い
て
見
つ
け
た 

旬
の
自
然
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
～ 「野
鳥
の
森
」
遊
歩
道
さ
ん
ぽ

山線鉄橋（ビジターセンターから徒歩 2分）から

の景色 奥の山は恵庭岳 

ち
ょ
う
ど
１
年
前
の
こ
の
コ
ラ
ム
で
開
花
を
ご
紹
介
し
た
オ
オ
ウ
バ
ユ
リ
で
す

が
、
実
は
そ
の
後
結
実
し
た
果
実
は
全
て
エ
ゾ
シ
カ
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
残
念
な
こ
と
に
、
今
年
も
各
地
で
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
被
害
が
み
ら
れ
る
よ
う

な
の
で
、
試
験
的
に
一
株
の
開
花
個
体
に
保
護
柵
を
設
置
し
ま
し
た
。 

 

と
て
も
不
自
然
な
形
な
の
で
す
が
、
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
ご
覧
に
な
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
「
湖
畔
橋
」
近
く
の
石
壁
沿
い
に
あ
り
ま
す
。
７
月
１
５

日
現
在
ち
ょ
う
ど
開
花
中
で
す
。 

 

秋
、
種
を
飛
ば
す
ま
で
見
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

夏が近づくにつれて湖岸で良く見られるようになるスジエビ。透明

な身体が特徴です。しっかり目を凝らして探してみてください。３～

５㎝ほどの小さなエビが触覚や足をチョコチョコ動かしながら生活し

ている姿を観察できますよ。 

ノリウツギ 

の白 

ハナヒリノキとマルハナバチの仲間 
エゾタツナミソウ 

釣り上げられた

ばかりのチップ

（ヒメマス） 

装飾花（ガク）が開いたばかり 

のノリウツギ 
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 7 月 9 日に支笏湖のパークボランティア活動

として、モラップキャンプ場のゴミ拾いを行い

ました。びっくりしたのはゴミの多さ！お酒の

瓶や缶、花火の包装といったキャンプやバーベ

キューにまつわるゴミがたくさん見つかりまし

た。アウトドアブームの昨今、ゴミを正しく処

理することで、国立公園の自然を満喫しつつ一

緒に守っていきましょう。よろしくお願いしま

す！ 

 

支笏湖畔在住15年の経験をもつ「いとうみちこ」

さんが、この土地でふれあってきた豊かな自然環境

をパッチワークで表現した作品、14 点を展示して

います。 

森の動植物を可愛らしいデザインで表現してい

ます。見ていると心がふんわりしてくるようです。

ご覧ください！ 

遊覧船乗り場のあたりで 6 月に見つかったヒガシニ

ホントカゲ。腹部が膨らんでいたので、もしかしたら卵

を生むかも！と見守っていましたが、7 月 13 日に石の

下に産卵しているのを確認しました。メスの親トカゲは

孵化が終わるまで巣穴にとどまり、卵をなめてカビが

映えるのを防いだり動かしたりして付きっきりで卵を守

るそうです。無事にかえるよう引き続き見守っていきた

いと思います。 

支笏湖ビジターセンター運営協議会発行 

〒０６６・０２８１ 北海道千歳市支笏湖温泉番外地 

℡ ０１２３・２５・２４０４ 

ＨＰアドレス http://shikotsukovc.sakura.ne.jp 

 

【開館時間】 ※入館無料 

４月から１１月 午前９時から午後５時３０分まで 

１２月から３月 午前９時３０分から午後４時３０分まで 

（火曜日休館） 

年末年始休館日 １２月２９日から１月３日まで 

 

 

7月２４日（日）「支笏湖こどもDay」、８月６日（土）の「真っ暗支笏

湖！夜の園地で生き物さがし」は満員になりました。 

7月３１日（日）の「夏の支笏湖！生き物さがし」は若干の空きが

あります。８月２７日（土）の「一の沢探検」は一カ月前（７月２７日）

から受付開始です。ご予約お待ちしております！！ 

気温（℃）    

  平年値 今年 

6月上旬 12.7  11.1 

中旬 13.9  14.4 

下旬 15.5  17.4 

7月上旬 16.8  20.4 

 

６月の気温は、上旬が平年値より低かったものの、

中・下旬が高めに推移し月平均気温は平年値より０.

３℃高い１４.３℃でした。 

７月に入ると気温が一気に上がり、上旬の平均気温

は平年値より３.６℃高い２０.４℃と８月上旬並みで

した。同期間では観測開始以来２番目の高さで、日最

高気温が２５.０℃を超える夏日が６日間もありまし

た。 

ちなみに、７月としては観測開始以来２番目の高温

となった昨年は、上旬の平均気温が１６.７℃、月平均

気温が２０.４℃、夏日が１０日間、３０℃を超える真

夏日が５日間でした。 

降水量（㎜）  

  平年値 今年 

6月上旬 45.3  10 

中旬 50.5  31.5 

下旬 42.2  124.5 

7月上旬 53.0  5.5 

 

環境省 支笏洞爺国立公園管理事務所 

アクティブ・レンジャー（自然保護官補佐）阿部 万純 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室
展
示 

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
展
開
催
中
！ 

※このトカゲは産卵した

トカゲではありません。 

７月３１日（日）

午後４時まで展示

します 

http://shikotsukovc.sakura.ne.jp/

